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市
教
育
委
員
会
は
、
行

政
職
員
で
あ
る
教
育
部
長
が

学
校
教
育
部
門
を
統
括
し
て

い
る
。
部
長
の
職
務
は
幅
が

広
く
非
常
に
奥
が
深
い
。
機

能
が
果
た
せ
て
い
る
の
か
。

昨
今
の
社
会
現
象
で
あ
る
難

問
や
課
題
が
全
国
的
風
潮
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

諸
課
題
を
的
確
に
対
処
す
る

に
は
、
学
校
教
育
現
場
を
熟

知
・
精
通
し
た
学
校
教
育
部

長
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

 

教
育
部
長

　

教
育
行
政
の
柱
の
一
つ
と

し
て
学
社
連
携
を
推
進
し
て

お
り
、
学
校
教
育
部
長
を
置

く
こ
と
は
決
裁
権
者
が
異
な

り
、
両
者
が
連
携
し
教
育
課

題
へ
の
迅
速
な
対
応
が
困
難

に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
現
在
、
主
席
教
育
次
長

を
配
置
し
、
学
校
教
育
に
関

す
る
課
題
等
に
対
応
し
て
お

り
ま
す
が
、
議
員
ご
指
摘
の

２
部
制
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

市
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
（
梅

の
子
運
動
公
園
）
の
管
理

運
営
実
態
を
問
う

 

市
内
利
用
者
は
無
料
、

「
市
内
と
市
外
が
混
在
し
て

使
用
す
る
場
合
に
、
市
内
利

用
者
が
過
半
数
で
あ
れ
ば
市

外
利
用
者
の
料
金
は
徴
収
し

な
い
」
と
い
う
基
準
は
不
合

理
。
収
益
を
上
げ
、
財
政
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
市
外

は
料
金
を
徴
収
す
べ
き
で

は
。 

教
育
部
長

　

市
内
・
市
外
利
用
者
の
判

断
が
難
し
い
と
理
解
し
て
い

ま
す
。
指
定
管
理
施
設
の
利

用
料
に
つ
い
て
は
、
今
後
指

定
管
理
者
と
十
分
協
議
し
、

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

 

梅
の
子
運
動
公
園
の
名

称
を
ブ
ラ
ン
ド
力
と
誘
客

力
、
そ
し
て
利
用
者
か
ら
判

り
や
す
い
名
称
に
変
更
す
べ

き
で
は
。

 

現
在
は
小
字
名
を
使
用

し
て
お
り
、
地
域
活
性
化
や

他
施
設
の
名
称
と
比
較
す
る

と
、
市
外
の
方
に
分
か
り
に

く
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、

名
称
変
更
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

 

市
有
の
常
設
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
が
４
ヶ
所
あ

る
。
地
域
的
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
、
常
設
の
施
設
整
備
が
必

要
で
は
。

 

最
近
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
の
利
用
状
況
が
多

い
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
公
認
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
整
備
に
つ
い
て
は

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

 

本
年
10
月
現
在
の
人
口

分
布
図
か
ら
、
5
〜
10
年
後

の
高
島
市
の
姿
を
ど
う
想
像

し
ま
す
か
。

　

高
齢
化
対
策
に
は
、
年

金
・
医
療
・
介
護
な
ど
の
施

策
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
地

域
経
済
に
寄
与
し
て
い
ま
す

が
、
少
子
化
対
策
は
お
金
で

解
決
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
若
い
世
代
が
子
供
を
持

つ
こ
と
へ
の
意
識
改
革
が
重

要
で
す
。
ま
た
、

生
活
基
盤
が
確
立

で
き
る
体
制
が
な

け
れ
ば
回
復
の
兆

し
は
見
え
て
き
ま

せ
ん
。

　

幼
保
一
体
型
の

施
設
、
こ
ど
も
手

当
、
医
療
費
の
免

除
な
ど
子
育
て
に

対
す
る
財
政
面
で

の
支
援
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
地
域

経
済
活
性
化
策
と

同
時
に
若
者
が
住
ん
で
く
れ

る
魅
力
あ
る
街
に
す
る
対
策

が
必
須
条
件
で
す
。

　

教
育
に
つ
い
て
も
Ｉ
Ｔ
機

器
に
没
頭
し
人
と
ひ
と
と
の

会
話
が
で
き
な
い
今
日
の
世

情
を
直
視
し
、
人
格
形
成
を

考
え
た
教
育
体
制
を
構
築
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市

中
枢
の
職
員
の
考
え
を
問
い

ま
す
。

 

政
策
部
長

　

市
で
は
15
年
の
子
育
て
支

援
施
策
と
し
て
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
か
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
経
済
の
活
性

化
や
若
者
定
住
に
ま
で
は
反

映
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
現

在
、
若
手
職
員
が
事
業
提
案

を
し
、
課
長
級
で
構
成
す
る

「
若
者
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
」
で
検
討
し
効
果
的
な

事
業
を
検
証
す
る
な
ど
、
市

総
合
計
画
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
柱
と
な
る
少
子
化
対
策
に

各
部
局
横
断
的
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

住
ん
で
い
た
だ
き
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る

良
好
な
環
境
づ
く
り
は
、
就

労
意
欲
に
結
び
つ
き
、
地
域

や
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

教
育
部
長

　

市
内
小
中
学
校
で
は
、
子

ど
も
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
育
成
が
急
務
と
考

え
「
話
す
力
、
聞
く
力
を
育

て
る
」
た
め
様
々
な
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

若
者
の
意
識
改
革
が
必
要
と

考
え
、
地
域
に
愛
着
を
感

じ
、
自
信
と
誇
り
が
持
て
る

よ
う
、
地
域
学
習
を
充
実
さ

せ
て
い
ま
す
。
高
島
市
の
良

さ
だ
け
で
な
く
、
市
が
抱
え

る
様
々
な
課
題
を
調
べ
さ

せ
、
子
ど
も
達
が
大
人
に
な

っ
た
と
き
に
、
市
に
住
み
、

働
き
、
子
ど
も
を
生
み
育
て

た
い
と
思
え
る
き
っ
か
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

ガ
ン
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
配
付
は
、
受
診
率
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
っ
た
の
か
。

 

健
康
福
祉
部
長

　

ク
ー
ポ
ン
券
配
付
に
よ

り
、
受
診
率
は
平
均
し
て
３

〜
４
％
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
ク
ー
ポ
ン
券
配

付
が
で
き
る
よ
う
、
補
助
金

の
継
続
を
国
や
県
に
対
し
要

望
し
て
い
ま
す
。

 

市
民
病
院
健
診
セ
ン
タ

ー
開
所
は
、
市
民
の
健
康

予
防
意
識
を
高
め
る
。
地
域

や
診
療
所
で
の
ガ
ン
検
診
後

の
再
検
診
や
、

ガ
ン
治
療
拠
点

病
院
と
連
携
し

て
治
療
と
療
養

で
信
頼
さ
れ
る

高
島
市
民
病
院

に
。 

病
院
事
業

      

管
理
者

      

（
病
院
長
）

　

市
内
診
療
所

等
か
ら
精
密
検

査
の
依
頼
を
含

め
紹
介
は
、
近

年
増
加
傾
向
で

す
。
地
域
拠
点

病
院
と
し
て
、

患
者
さ
ん
の
負

担
軽
減
と
早
期
治
癒
の
た
め

に
も
、
地
域
医
療
連
携
を
進

め
、
ガ
ン
疾
患
等
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
貢
献
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

上
水
道
の
基
本
水
量
と
料

金
の
低
廉
化
を

 

不
況
と
生
活
苦
は
上
水

料
金
の
滞
納
増
と
な
っ
て
い

る
。２
ヶ
月
20
㎥
以
下
で
の

滞
納
件
数
は
。

 

上
下
水
道
部
長

　

全
滞
納
件
数
５
１
３
件
の

内
、
基
本
水
量
20
㎥
ま
で
は

１
８
０
件
で
、
全
体
の
35
％

で
す
。

 

高
齢
世
帯
や
一
人
世
帯

が
増
え
る
中
、
現
行
20
㎥
基

本
を
２
分
割
に
見
直
し
た
低

廉
基
本
水
量
を
定
め
ら
れ
な

い
か
。

 

基
本
水
量
20
㎥
以
下
の

２
分
割
設
定
は
、
他
市
町
事

業
体
の
設
定
事
例
を
参
考

に
、
必
要
性
に
つ
い
て
十
分

検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

市
国
保
の
危
機
的
運
営
打

開
へ
市
長
が
行
動
を

 

国
保
運
営
危
機
の
原
因

は
、
医
療
費
増
高
な
が
ら
国

は
交
付
金
を
増
や
さ
な
い
こ

と
に
あ
る
。
市
民
皆
保
険
を

守
る
た
め
、
危
機
打
開
と
税

軽
減
へ
、
市
長
は
交
付
金
増

の
行
動
を
。

 

健
康
福
祉
部
長

　

11
月
に
市
長
も
出
席
し
た

全
国
市
長
会
で
「
社
会
保
障

の
充
実
強
化
」
な
ど
７
項
目

の
決
議
が
採
択
さ
れ
、
政

府
・
政
党
幹
部
に
議
決
等
の

実
現
を
求
め
る
実
行
行
動
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、国
保
制
度
に
つ
い
て「
す

べ
て
の
国
民
を
対
象
と
す
る

医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
に

向
け
、
国
の
責
任
で
財
源
を

確
保
し
、
財
政
基
盤
の
強
化

を
図
り
、
国
保
制
度
の
再

編
・
統
合
を
行
う
こ
と
」
等

を
、
国
に
対
し
し
っ
か
り
と

求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
市
道
を
通
る
農
耕
車
の
安

全
策
を

◆
芝
サ
ッ
カ
ー
場
構
想
の
白

紙
撤
回
を　

ガ
ン
検
診
充
実
と
ガ
ン
治
療
で
き
る

市
民
病
院
に

森
脇　
　

徹　

議
員

教
育
行
政
組
織
の

見
直
し
に
つ
い
て

清
水
日
出
夫　

議
員

多くの利用者で賑わう梅の子運動公園

人
口
分
布
図
か
ら
見
え
る
少
子
化
対
策
を

ど
う
考
え
る
か

石
田　
　

哲　

議
員
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高島市の性別・年齢別人口分布図
（平成24年10月31日現在）

2,254人

1,005人882人

2,322人

４月から稼働する高島市民病院健診センター
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高島市の0歳～4歳までの出生数の推移




